
令和５年度 外国人児童生徒等
教育充実のための研究協議会

11月２日（木） 太田市立旭中学校



内容

１）旭中学校紹介 スタッフ、生徒数

２）国際教室の紹介 保護者会、小中連携等

３）国際教室の取り組み 取り出し指導、入り込み指導

４）校内連携 部会、進路指導等



１）旭中学校紹介



国際担当教諭 Ａ 取り出し２時間 入り込み４時間(１年副担：全学年音楽担当)

Ｂ 取り出し２時間 入り込み１時間(１年担任：１学年国語担当)

担当外教諭 Ｃ 取り出し２時間 入り込み１時間(１年副担：１学年英語担当)

Ｄ 入り込み２時間 (３年担任：３学年国語担当)

Ｅ 入り込み１時間 (２年副担：２学年英語担当)

日本語指導員 Ｆ ポルトガル語 週４日勤務 取り出し３時間 入り込み９時間

Ｇ スペイン語 週２日勤務 取り出し２時間 入り込み５時間

Ｈ 中国語 週１日勤務 取り出し１時間 入り込み１時間

旭中 職員
校長 教頭 教諭他 38名 うち日本語指導員 ３名

国際教室スタッフ



旭中 生徒数290名（国籍別）

国籍 ブラジル ペルー フィリピン 中国 その他
（日本籍含む）

合計

１年生 ６ ３ 0 0 0 ９

２年生 ５ ２ 0 １ ２ １０

３年生 ８ ２ １ 0 ２ １３

合計 １９ ７ １ １ ４ ３２

その他：韓国１名、キルギス1名、バングラディシュ１名、日本２名



２）国際教室の紹介



国際教室の保護者会

授業参観の日に実施

１６名 参加(本年度１学期)

・懇談会の時間帯に国

際教室に移動して、

保護者会を行う

・各学年の懇談会内容

を通訳付きで説明



教育相談（通訳つき）
①保護者が来校して教育相談を実施

・言語：ポルトガル語・スペイン語・中国語

②保護者と学級担任との連携

・日本語指導員が担任と保護者の通訳にあたる。

・特に３年生に関しては、本人の進路希望先を担任

と共有して、行う



★給食とのコラボレーション

目的

給食を通して異文化交流を！

取り組み

ペルー,ブラジルにルーツのある生徒

による放送でのメニュー紹介



９月 ペルー給食
メニュー

・ロモサルタード
（鶏肉、たまねぎ、トマトの炒め）

・ロクロ スープ
（インゲン豆、とうもろこし入り）

・オレンジジュース

【ペルーにルーツがある生徒の反応】
・ペルー料理を出してもらって嬉しかった！

・自国の自慢になった！

【日本人の生徒の反応】
・家でも作ってみたい！

・またペルー料理を給食に出してほしい！



１０月 ブラジル給食
メニュー

・フェイジョン
（いんげん豆、たまねぎ、ベーコン）

・背割れコッペパン
・ウィンナー，ビナグレッチ（ソース）

・ジョア

【ブラジルにルーツがある生徒の反応】
・放送で他の生徒にブラジル料理を紹介できた！
・ブラジル家庭料理で食文化を理解してほしい！

【日本人の生徒の反応】
・ホットドッグにかけるソースがおいしい！

・違うメニューも食べてみたい！



３）国際教室の取り組み
取り出し指導

入り込み指導の実態



取り出し指導の流れ

①教科担当と、その単元で行う内容を事前に
確認し、授業プリントをもらう。
②授業後、プリントに書いた内容が狙ったもの
であるか確認し、修正があれば次に生かす。
③Googleの共有ドライブで、その日に行った
授業の引き継ぎを行う。



例)１年国語
随筆「体験に向き合い意味づける」
・生徒プロフィール
小学２年生の時にペルーより転入。４０日間プレクラスに
通ったあと、旭小へ。日本語での会話は可能だが、書くこ
とは難しい。

・授業内容
単元の１時間目の授業。(クラスと同じプリントを用いる)
自分の体験を振り返り、思いや考えを言葉に書き出す授業。
夏休みに印象深かった思い出を３点上げ、その時の気持ちや、
そうなった理由をできるだけ詳しく書く。
・動画



授業のポイント

・母語（スペイン語）での説明。
母語で説明することによって、設問の内容がより理解
できたか。

・日本語での聞き返し。
自分の感じたことをより詳しく書くため、本人が言っ
たことに対して、「なぜ」「どうして」を投げかける。



授業の様子



日本語指導員が入ることによって理解度が増した例

・自分の体験を振り返り、それを体験したときの

気持ちをできるだけ詳しく書く



例)２年国語
説明文「一〇〇年後の水を守る」
・生徒プロフィール
小４の時にブラジルより来日。聞いて理解することはおお
よそできているが、自分が日本語で話すことに抵抗がある。
国語は取り出し２時間、入り込み２時間。

・授業内容
単元の１時間目。全体の構成とおおまかな内容を捉える。
クラスと同じプリントを用いて授業をしている。

・動画



授業のポイント
・「やさしい日本語」に言い換える。

序論・本論・結論→はじめ・中・終わり
再利用→もう一度使うこと

・聞き慣れない語をタブレットで翻訳して見せる。
節水→economia de água 

・ヒントを出し、自分で答えられる場面を増やす。

・考えているときはできるだけ待つ。



〇入り込み指導

①取り出し授業と同様、その単元で行う内容

を教科担当と確認し、授業プリントをもらう。

②授業中は、教科担当が話していることを理解

できているか、その都度確認し、プリント学

習などに一緒に取り組む。

③Googleの共有ドライブで引き継ぎ。



地理 教科書 P３８～３９

高地の暮らし
～アンデス山脈での生活～

ペルー・クスコの町で暮らす
人々が作る雑貨を紹介

↓
実際にアルパカの毛に触れる

例）１年生 社会



例）１年生 社会（地理）板書ノート

・スペイン語で
かんたんに訳す

・漢字には全て
フリガナをふる

・授業終了後、
コピーを取り、
生徒に渡す



例）１年生 社会（地理）板書ノート
・スペイン語で
かんたんに訳す

・漢字には全て
フリガナをふる

・授業終了後、
コピーを取り、
生徒に渡す



Google共有ドライブでの引き継ぎ(例：３年生国語)

〇〇

Ａさん

Ｂさん

Ｃさん

Ｂ

Ｃさん



日本語指導のポイント
授業内容の理解を促すために

１．担当教員による「やさしい日本語」への
言い換え

２．日本語指導員による「母語」での説明



４）校内連携



〇国際教室部会

構成メンバー
校長、教頭、国際教室担当、
日本語指導員、特別支援担当

開催内容
月一回
・入り込み、見守り指導の経過報告
・支援が必要な生徒の情報交換
・支援を行うにあたっての留意点 等



〇３年生進路説明会

・体育館の後ろに、外国籍
の保護者席を設ける
・翻訳した資料を基に、
進路担当が話すことを
通訳したり、質問に
答えたりする



○進路指導
・私立高校受験に向けた面接練習

・入試内容に合わせた取り出し指導と時間割調整

・急遽、受検することになった生徒の対応
（帰国予定→受検!?→結局、受検せず･･･）

・高校見学の日程調整や引率



昨年度の例
・生徒プロフィール
小６の１１月に来日。プレクラスには通えたが、コロナ禍で小学校
には１か月ほどしか登校できなかった。ほとんど日本語がわからない
状態で旭中に入学。

同時期に来日した生徒と比べ、
ひらがなやカタカナの読み書きが定着しない

小学校の計算ができない

↓

理由がよくわからない



保護者との面談
・旭中での学習の様子
（保護者は日本語が話せないので、子どもが日本語を
どの程度習得できているかわからない）
・来日前の学校での様子
・保護者の考え

これらを話し合ったうえで、保護者から検査の希望があり、
実施の方向で動くことに。



支援の流れ
・中２～数回面談をし、生育歴などを聞き取り
・中２の秋 コース立方体組み合わせテスト
・中２の３月 WISCｰⅣ
・中３の５月 療育手帳の申請手続き（田中ビネー）

・高等特別支援学校 説明会参加
・入試内容に合わせた取り出し指導と時間割調整
（面接、計算、ラジオ体操など、１学期から）

・入試当日の見送り
・入学に向けた書類作成の補助
・保護者への連絡



太田市の取り組み



〇多言語による高校進路ガイダンスin太田

九合行政センターにて
対面での実施
各言語ごとに別れ同時通訳

参加者：31名
参加高校数：6校
通訳者：10名
通訳言語：6カ国語

(2023年度)


